
エントランス（駅）
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（すさきまちかどギャラリー）
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（須崎大漁堂）レストラン

（須崎のサカナ本舗）

旧岩井レコード店
(高級1棟貸スイートルーム)

旧錦湯
（レクリエーション機能）
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シエアブルワリー（仮）

吉村旅館
Cona-cafe

戸田旅館
（大浴場）

柳谷旅館

north

しんじょうハイヤー
7：00～24：00

須崎市観光協会
（レンタサイクル）しんじょう君の倉庫

城山公園
（避難場所）

税務署
（避難場所）

土木事務所
（避難場所）合同庁舎

（避難場所）

大善寺
（避難場所）

避難タワー

僕と私の独り言
■有れば便利と感じた施設
公衆トイレ
商店（暑かったのでアイスクリームが食べたくて･･･）
■有難かった施設（人）
谷さんちの赤いベンチ
住吉神社の公園（ブランコ使えればいいな･･･）
避難タワー（普段から自由に使えるのはいいですね。毎日が避難訓練）
交流ひろばすさき公民館のお母さん
現地説明会の時に話しかけてくれた地域の方々
（地元の方々のコミュニケーション能力の高さ）

本

舗

ワークショップの
開催

住民説明会開催

NEW

NEW

【課題Ａ】まちづくりの知識・考え方

『人』を育てるまちづくり
まちづくりは、近隣の住民の協力なくしては
成り得ないものです。住民の利便性の向上と、
相互利益がなくては持続することは困難です。
みなさんが知恵を出し合い話し合うことから
まちづくりが始まります。
計画をよく知り、完成を待ち望む施設となる
ようまちの人たちと一緒に考えていきたいと
思います。そして、このまちに暮らす人々が
共生しつつ、まちの活性化が進む事が最良
であると考えます。

まちの
人たち

須崎市
職員建築士

旧須崎町の現状について

昔ながらの区割りを残す城下町
周辺の区割りをみると通りに面して間口が狭く、奥行の長い
区割りが数多く存在しています。これは江戸時代に、商家が
間口により税金を決めていたことに由来するのではないか
と考察できます。また、それらの区割りの間を細い路地が通
るまちなみこそ旧須崎町の特色と言えるでしょう。

今回設計を行うホテル・温浴施設は上記のまちの
現状の中で、どのような役割ができるか
審査内容
・まちづくりの知識・考え方

平和・飛躍発展の
重要な要素は人

課題 Aまちづくりの知識・考え方

課題 1：旧須崎町の現状把握：5点

須崎のまちの現状を見て、感じることを記入

課題 2：現状を踏まえての設計方針：5点

今回設計を行うホテル・温浴施設は上記のまちの

現状の中で、どのような役割ができるか

審査内容

・まちづくりの知識・考え方

■カオスなまちなみ
大正以降の各年代の建物が混在し、混沌（カオス）とした景
観でありながら，どこか懐かしさを感じる。海外旅行者のみ
ならず都会からの訪問者には憧憬となる可能性があります。
■空家住宅について
旧病院や旧銀行、旧店舗などの特殊建築物の改修は増加
していますが、住宅の老朽化や空家が目立つ。
■コンテンツが豊富だが連携に課題
訪問者目線で見た場合、観光（街歩き）する上で、「あとひと
ひねり」が欲しいところです。
観光コンセプトの明確化（食・文化・アミューズメント）
■津波想定地域
津波想定地域にも係わらず新築住宅（建替え）が増えている
ように思います。世代交代なのか、所有者変更によるものな
のかは判りませんが，昭和南海地震での津波被害を受けた
ことを踏まえると，防災対策も課題であると考えます。
■活性化に取組む人々
地域活性化に取組む住民が多数存在しています。継続的な
まちの活性化を考えた場合，新規プレイヤーの獲得と育成
が最重要課題となると考えます。
■まちづくりを楽しむ
地域住民が楽しく暮らせるまちづくりをコンセプトに活性化
を進めていると感じます
■須崎の旧市街地（旧須崎町）を活性化する目的とは？
須崎の歴史（構成要素）である建築物の保存・活用
新規プレイヤーの獲得（移住促進・人口減少への対策）

①昭和の趣を残す二つの店舗にそれぞれ異なる用途を
与える事で、地域住民だけでなく訪問者（富裕層及び海外
旅行者）が楽しめるコンテンツとして整備し、新たな顧客を
創出し、持続性のある活性化モデルとする。
②旧須崎町をホテルと見立てた場合の不足しているアミュー
ズメント施設としてのレクリエーション機能（旧錦湯）と、古き
良き日本家屋の趣のある高級１棟貸スイートルーム（旧
岩井レコード）を提案します。
③２つの施設には須崎市が取りんでいる須崎をテーマに
掲げる現代地方譚との連携強化の役割を与え、過去現在
未来の時系列を軸に、アートによる富裕層の顧客を開拓
して、外貨獲得及び新規プレイヤーの参画を促します。
④地域住民及び訪問者（観光客）への今までにない新たな
サービスを提供することで双方の満足度を高める施設を
提案致します。
⑤防災対策への取り組み
今事業の改修により，古い建物（空家）に価値を与えることで
防災対策強化を促します。避難場所へ移動が難しい高齢者
や空家の所有者に対し，建物を改修した上で賃貸する選択
肢を示し，高齢者の住替えや起業家へのテナント提供，及び
若い移住者への住居の提供による世代交代による活性化と
持続性あるまちへの可能性を示します。
⑥須崎の構成要素である歴史的建築物の保存と利活用
須崎の歴史でもある建築物を改修し，活用することで現存
する歴史的建築物の滅失を防ぎ，次の世代へ託す事で文化
の継承を行い、地域のアイデンティティーを紡ぎます。心のままにするあそびを「すさび

（遊び）」と言いますが今後は須崎
の街歩きのことを「すさきですさび」
と名付けてはいかがでしょうか。

本事業における2物件の役割 プロジェクトの進め方
締結（2024.10）

概算見積
（2024.11）

完成(2025.03)

実施設計

建物調査

基本設計

避難タワー 現代地方譚

カオスなまちなみ まちづくりを楽しむ



【課題Ｂ】旧岩井レコード店の活用

わたしが見つけた登録文化財
　「１棟貸宿岩井レコード店」

■用途1：岩井レコード店の保存
現存しているレコード等の商品を劣化・防犯に配慮した上
で内装材（インテリア）として活用し，岩井レコード店の趣を
残したまま，時間貸しテナントとして活用します。
■用途2：宿泊施設（高級スイートルーム）　NEW
海外旅行者や富裕層をターゲット層とした高級１棟貸宿と
して地域の同業種宿泊施設との差別化を図ります。
弊社は昨年越知町にて設計監理を実施した1泊50,000円
からの1棟貸宿の実績を有し，需要も多く，宿泊サイトでも
利用者口コミ点数9.7/10点と好評を頂き，リーピーターも
増加しています。施設整備については法的制限による予算
抑制のため、まずは営業日数180日以下を想定した2018
年施行の民泊新法による施設としてはいかがでしょう。
（用途変更不要、消防設備設置）
■用途３：ミニシアター　NEW
音響映像装置を設置し、映像作品の鑑賞を可能とすること
で多様なニーズに対応します。
例）現代地方譚との連携（映像作品の放映や楽曲の再生）、
情報発信スペースとしての利活用等

本物件は木造２階建て、黒く塗られた漆喰が
特徴的な切妻平入の店舗併用住宅です。
敷地は南北に長く、通りに面した北側は広い
開口部を有した主屋としており、水廻りを別棟
で南側に配した町屋住宅です。
2017年に開催されたヘリテージマネージャー
養成講座の「私が見つけた登録文化財」として
本物件を対象にさせていただいたきました。
レポート作成にあたり店主にお話しを伺った際
近年まち歩きの方が来訪されることが多く、それ
を楽しみにしているとおっしゃっておられました。
駅前通りからさほど遠くなく、通りに面したレコ
ード屋さんは商店街に彩りを添えていたことと
思います。

施設整備の方向性施設の特徴について

north

路地

テナント

沓脱
和室和室濡縁

押入押入
浴室 脱衣

WC

かまど

流し台

井戸

石臼

道路

配置図兼１階平面図

２階平面図

歴史的及び地域への文化的価値を踏まえる
と須崎の景観における構成要素としての価値
が非常に高いことから，文化財登録も視野に
入れた文化財修理に基づく『復原改修』を原
則とします。設計前の事前調査を基に全面改
修を基本として、工事途中の痕跡調査も実
施し，建築物の現状と元来の姿を明らかにし
た上で提案用途に合わせた内部の改修を実
施します。間取りは大きく変更することなく，
岩井レコードの趣を残したまま快適に利用
できる空間構成と致します。
利用者及び施設管理者の安全性を考慮して
耐震改修と防火措置を実施し，安全対策を整
えます。また，十数件の文化財の修理・修景事
業で培った専門技術を駆使しての文化財的
改修は基より，断熱性能の向上等，省エネル
ギー化や環境負荷低減に配慮し，ランニング
コストの抑制等も踏まえた改修案と致します

庭への眺望

台所

WC

WC

押入

和室 和室

和室

和室

押入物入

庭への眺望

庭への眺望 板間

■テナントと宿泊施部分のセキュリティについて
施錠によるセキュリティを行い、個別利用が可能
な計画とします。

■安全性に配慮した台所
防火区画形成が容易にできるように離れに台所
を配置しています
安全性が向上し、区画範囲が縮小することでコスト
削減につながります。

■路地側アプローチの整備
主屋外壁と意匠を統一することで、家の格式を
高め、採算性の向上を目指します
門扉は施錠可能な引き戸を新設します
目隠しを兼ねたのれんをかけます

改修案

隣家

■レコード店既存物について
レコード等は劣化・防犯対策に配慮し、
宿泊部門やテナント部門へ室内デザイン
として活用します

壁面全体にレコードを取付け、
モニュメントに見立てます

■水廻りについて
宿泊者用に浴室、脱衣室、WCを高級感溢れる仕様に改修します

出入り口はそれぞれに
施錠可能

壁面に額装した
レコードを設置

■近隣対策
渡り廊下は隣家と接する面は壁を新設し騒音・
プライバシーに配慮します

■緑に囲まれたテラス
庭の一部にテラスを新設し非日常空間を演出すると
ともに満足度を向上します
台所に隣接しておりアクセスしやすい配置です

■昔ながらの道具
懐かしい道具を利活用。

■倉庫・隣地との塀について
塀は大和張りとすることで，内外のプライバシーの
確保と通風と採光が可能な計画とします

テナント

ブース

■水廻りについて
テナント専用WCを整備します
宿泊部門とテナント部分の個別
利用を可能にします

イメージ

階段

倉庫

階段

テラス

渡り廊下

廊下

路地側門扉イメージ

■ミニシアター時
映像設備としてプロジェクター、
スクリーンを新設
音響機器はアナログレコード
プレイヤー及びデジタル対応
機器、スピーカー設備を設置

倉庫

塀（大和張り）

大和張りイメージ

古井戸活用イメージ



現状配置図

north

【課題C】旧錦湯の活用

美術館を備えた温浴施設
～新たなアミューズメント施設の創出～

キッチンカー

道路

更衣室

多目的
WC

番台
（受付）

▲

■浴場の改修
切り壁を一部撤去し、回廊式の動線を
計画します
屋根面は全面復原改修を原則とし、作品
保護の観点より北側採光を確保します

更衣室

▼

▼

▼

▼

▼

水風呂サウナ

アプローチ
屋根

和室
階段

WC

フリー
スペース

■窯場を機械室へ改修
展示ギャラリーから機械室、機械室から
ショップへのサービス動線を確保します

展示
ギャラリー

■母屋の改修
温浴施設利用者の男女更衣室、シャワー室
を新設します
下足利用の土間ピロティを計画し，多用途
に利用可能な開放的なスペースを作ります

■温浴施設
周囲を板塀（大和張り）で囲み、サウナ・水風呂
ベンチ等を設置し、ゆったりとくつろぐことが
できます。また，電気方式を採用することで安
全性を確保した上で，指定管理者の資格要件
等を緩和する事も可能だと考えます

課題C旧銭湯の活用
計画性：5点
デザイン性：5点

課題C旧銭湯の活用：計20点
施設特徴の把握：5点
施設の機能性：5点
意匠デザイン：5点
地域コミュニティの形成：5点

中央に湯船があり、その湯船が深いなど関西の銭湯文化を色濃く残
す錦湯。中央湯船配置は維持管理が困難なため、現在減少傾向に
あるようです。旧市街地に唯一残る錦湯を保存しながら，新たな価値
を与えることで地域文化の継承と新たな可能性を創出します。

配置図兼１階平面図

２階平面図

錦湯→用途１：錦湯美術館

■用途１：錦湯美術館　NEW
錦湯は美術館（展示ギャラリー）としての改修を提案致します。ただし
浴室部分や番台、収納棚については可能な限り存置し、地域に唯一
現存する銭湯の保存及び地域住民へのアイデンティティーの保存と
します。また既存の給排水管は絶縁し、水栓等は銭湯保存の目的から
さび落とし等ケレン処理後、存置します。
脱衣収納棚の再利用
既存の収納棚は、展示台として再生し活用することで錦湯の雰囲気
を継承します。作品を展示するために扉の何枚かを透明ガラスとし，
作品の劣化及び防犯対策とします。扉の一部は補修し、作者名及び
作品紹介プレートを取付け作品案内に利用します。扉内部には照明
及び空調設備等の設備スペースとして利用して作品の展示及び劣化
対策とします。
現代地方譚との連携強化
現代地方譚で訪れた作家の作品を購入、又は借入れ常設展示場とし
て地域内外の方々に鑑賞できるものとします。他にも高知に縁のある
アーチストや賛同して頂ける方の作品を展示、入館料を徴収し、活用
・保全と新規プレイヤーの創出・育成にも役立てます。

施設整備の方向性

浴槽は残します

鏡も残します

用途1：錦湯主屋は，錦湯美術館として改修する。ただし，錦湯の温浴設備につい
ては可能な限り存置し，美術館のセールスポイント及び地域住民へのアイデン
ティティーの保存とする。過去に
アーチストレジデンスで訪れた作家の作品を購入，又は，借入れ常設展示場とし
て地域内外の方々に鑑賞できるものとする。他にも高知に縁のあるアーチストや
賛同して頂けるアーチストの作品を
展示し拝館料を徴収し，活用・保全に役立てる。
用途2：裏手の住居部分は取り壊し，地域住民及び滞在者が気軽に利用できる
温浴施設を新設する。街歩き途中の休憩所として足湯を設置する。個室の時間
貸しサウナを数棟設置し，
水着着用による混浴可能な施設として整備する。
用途3：旧矢野家は工事に先立ち解体し，施設整備工事中の工事ヤードとして活
用後，美術館及び温浴施設の受付兼ミュージアムSHOP（美術館作品のプロダク
ト商品及び地場産品，水着やタオルも販売），
各施設へのアプローチ屋根を計画する。
余剰スペース道路面に足湯広場を整備する
〇耐震化計画：全棟に対して耐震補強工事を実施する。設備配管等についても
〇脱衣所収納の再利用：作品展示棚に改造する（ガラスハメゴロシとし，照明及
び空調設備を計画）扉は一部を存置（補修）とし作品プレートを取付
〇浴場の改修：間仕切り壁を一部撤去し，一筆動線を計画する。屋根面は全面
復原改修を原則に北側採光を確保（展示品保護のため）
〇電気設備：配線全面改修，照明器具はLEDにより消費電力削減を図る
〇空調設備：温湿度調整を要する為，全館空調を追加する（空冷HPパッケージ
エアコン+熱交換型換気扇を予定）
〇給排水設備：既存の給排水管は絶縁する。ただし，給水栓等は銭湯保存の目
的から存置する（要ケレン）
〇トイレは敷地内に新設を予定
〇運営方法：須崎市民とその他で徴収料金を変える。地域住民の愛着を高め活
性化への参画と生涯学習の効果を高める

■全棟共通仕様
耐震補強工事を実施します。
電気設備
電気設備は全面改修（経年劣化
及び機能的劣化の為）照明器具
はLED化を原則として昼光利用
制御を活用し消費電力削減を図
ります。
空調設備
温湿度調整を要するため、全館空
調を追加します。
空冷HPパッケージ+熱交換器併
用とし省エネルギー化を実現
■運営方法　NEW
須崎市民と訪問客との二重価格
制度の導入。住民の愛着を高め
地域活性化への参画と生涯学習
の効果を高めます。

水栓は絶縁して
残します

扉を補修後作品紹介
プレートを取付ます

窯場→機械室

窯場休憩室
→用途２：ミュージアムショップ

母屋
→用途３：温浴施設

旧矢野邸
→用途２：足湯、フリースペース
アプローチ屋根

■用途２：ミュージアムショップ　NEW
老朽化の激しい窯場休憩室は現地調査の上，
使用可能な構造材以外の内装を全面改修して
ミュージアムショップとします。ギャラリー展示
作品のプロダクト商品及び地場産品等を販売
します。温浴施設の受付を兼用し、レンタル水
着やタオルも販売します。管理者人数の抑制と
費用対効果を高める計画とします。
旧矢野家は工事に先立ち解体し、施設整備中
の工事ヤードとして活用後、各施設へのアプ
ローチ屋根を新設します。
訪問客への新たなサービス　NEW
アプローチ屋根西側は誰もが気軽に利用できる
まち歩き途中の休憩スペースとして足湯を設置
します。開かれた施設とするため道路に面した
北西角はフリースペースとし待ち合わせやキッ
チンカーによる移動販売等，地域住民と訪問客
双方にとって利便性の高い計画とします。

足湯

作品展示部はガラスで保護
照明・空調を設置します

作品を展示します

足湯

展示ギャラリー（南側）

展示ギャラリー（北側）

■用途３：温浴施設（ﾚｸﾚｰｼｮﾝ施設）　NEW
母屋は構造材、隣地側の壁を残し、更衣・トイレ
以外は屋根付きの半屋外へと改修し、地域
住民及び滞在者が気軽に利用できる温浴施設
を新設します。
レクリエーション施設として　NEW
個室の時間貸しサウナを数棟設置し、水着
着用による混浴可能な施設として整備します。
錦湯を銭湯に改修するには、改修費及び維
持管理費用が懸念されます。また須崎市内に
は既に温泉施設が存在していることからも、
ターゲット層を変える等工夫が必要です。
欧米では，家族や友人と水着着用での温泉や
サウナが多く見られ楽しまれています。入浴
施設での混浴問題も解決できます。電気式
サウナを採用すれば維持管理も容易となる
ことで施設管理者の負担軽減も期待できる
上，近隣住宅地への安全性も高くなります。

テントサウナ

バレルサウナと水風呂

隣家

銭湯
旧矢野家

窯場休憩室

母屋

窯場

▼
▼

水風呂

水風呂

サウナ

サウナ テント
サウナ

水着着用部門は植栽で
ゆるくゾーン分けします

大和張り

■隣地との境界
内外からのプライバシーと通風・採光
を確保可能な板張り塀（大和張り）を
設置します

水着利用
温浴施設
イメージ

隣家

隣家

内装は可能な限り
残します

こどもに人気の絵本も
舞台は銭湯です
tupera tupera企画展
を実現したいですね

■隣家への配慮
境界近くに建築しているため
隣家へはきめ細かな対応が
必要です

■近隣対策
東側隣地へは，瓦の落下
による被害等が報告され
ており，実害のヒアリング
調査や補修も含めて対応
致します

展示アートイメージ
提供：Carpe Diem Kamaida

機械室

温浴
受付

土間ピロティ

板間


